
■水辺環境について 

 

○巴川「水辺プラザ」 

■ 現 状 ■ 

 
 岡崎市内は、河川・ため池・水田・湿地などの水辺環境が豊富であ

る。 

 市街地を中心に河川環境整備や拠点整備が推進されている。 

 農業用水幹線のパイプライン化により用水路上部を利用し、遊歩道

の設置、せせらぎ水路の復活を行っている。 

 ため池などでは、外来種（ブラックバスやブルーギルなど）が特に優

占しており、在来種が減少している。 

 河川や水路でも在来種が減少している。 

●北斗川環境整備事業 

○大門地区「水辺プラザ」 

●ため池が多く存在 

●竜城堀浄化事業 
●乙川噴水 

○水辺の楽校 
（矢作川水辺環境整備事業の一環） 

●矢作川水辺環境整備事業 

●農業用水路の上部利用 

●占部川多自然型川づくり

小呂湿原

●水辺の緑の回廊事業
北山湿地群

●ミタライ川多自然型川づくり

●小呂川浄化事業 ●伊賀川水辺空間環境整備 

       ため池 
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